
1 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 12月 16日 

 放射能簡易分析センターで実施している食品検査では、

例年、主に山菜・きのこで基準値を超えるものが見つかっ

ています。下の図は、平成 30 年度からの山菜・きのこの 

検査結果をグラフにしたものです。 

令和 4 年度の山菜・きのこの検査結果の傾向 

検査数は減少傾向にありますが、基準値を超えるものは

２割程度あります。引き続き、山菜・きのこは、基準値

を超える可能性があるため検査をおすすめしています。 

【基準値】 

一般食品

100Bq/kg 

（令和 4 年度は、令和 4 年 4 月から 11 月までの検査件数です。） 

件 



 

 

 

品名 
検査数 

（件） 

N.D.～ 

50Bq/kg 未満 

50Bq/kg 以上～ 

100Bq/kg未満 

100Bq/kg以上 

（基準値超え） 

最大値 

（Bq/kg） 

タケノコ 25 20 2 3 295 

シイタケ 9 0 2 7 378 

ワラビ 7 6 0 1 292 

タラノメ 7 5 １ １ 221 

ナメコ 3 0 ０ 3 176 

コシアブラ 2 ０ 1 １ 375 

フ キ 3 3 ０ ０ ━ 

ウ ド 1 1 ０ ０ ━ 

ハチク 1 1 ０ ０ ━ 

マツタケ １ １ ０ ０ ━ 

コゴミ １ 1 0 ０ ━ 

ゼンマイ 1 1 0 0 ━ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、基準値を超えた山菜・きのこの種類で

す。全体的に検査件数が減少傾向にあるため、少し

でも基準値を超えた山菜・きのこが見つかると比率

が高くなってしまう傾向にあります。 

基準値を超える山菜・きのこの件数は少なくなっ

てきていますが、基準値超えの検出割合は変わりま

せん。上の表からもわかるとおり、タケノコ、シイ

タケ、ワラビ、タラノメ、ナメコ、コシアブラで基

準値を超える値が検出されています。 

皆さんの中で、少しでも食に対して不安な方が 

いらっしゃいましたら、検査にお持ちください。 

今年度、基準値を超えた山菜・きのこの内訳 



場  所  公民館 1階 放射能簡易分析センター 

曜  日  月曜日から金曜日（祝日を除く） 

受付時間  午前 8時 30分～午後 4時 30分まで 

右の QR コードを読み取ったあと、暮らしの情報→復旧・復興→放射線量・除染関連→食品のモニタ

リング結果をクリックしていただくと見ることができます。 

食品モニタリング結果の詳細については、公民館 1 階の放射能簡易分析センターと放射線相談室に

置くほか、広野町ホームページに掲載しますのでご利用下さい。 

3 広野町各地区の放射線量 

 

【基準値】：一般食品 100Bq/kg  牛乳・乳幼児製品 50Bq/kg  飲料水 10Bq/kg 

規制のない食品 検査数 基準値未満 基準値以上 
備 考 

（基準値以上の品目） 

野菜 10 10 0  

根菜・芋類 ━ ━ ━  

山菜・きのこ 4 1 3 ナメコ 

果物 7 7 0  

穀類・種実類 ━ ━ ━  

魚介類 ━ ━ ━  

加工食品 ━ ━ ━  

飲料水 ━ ━ ━  

その他（肉類など） 4 4 0  

総検査数 25 22 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 12月 12日 13時 30分現在（天候：晴）の町内各地区代表的な個所のモニタリングポストの数値を

お知らせします。 

測定箇所 放射線量率（μSv/h） 測定箇所 放射線量率（μSv/h） 

広野小学校 0.08 小滝平浄水場注 1 0.07 

広野中学校 0.07 広野町役場 0.07 

広洋台地区集会所 0.09 高速バス利用者駐車場 0.13 

二ツ沼公園注 1 0.07 北沢複合交差点 0.13 

長畑地区集会所 0.11 県道広野～小高線沿 0.14 

 

 

 

 

2 食品のモニタリング結果総括表 
（令和 4年 11 月実施分） 

注 1 二ツ沼公園、小滝平浄水場のモニタリングポストは現地では nGy/h（ナノグレイ毎時）で表示されていますが、 

   μSv/h（マイクロシーベルト毎時）に換算して掲載しています。 

原子力規制委員会 放射線モニタリング情報共有・公表システムより https://www.erms.nsr.go.jp/nra-ramis-webg/ 
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放射線 Q＆A 

Q：放射線の影響でがんになるのが心配です。 

  原子力発電所事故後の福島で何に気をつければいいですか？ 

 

A：がんの原因は、いろいろあります。 

  福島の放射線レベルでは、がんが増えるとは考えられません。 

 

  福島で居住が認められている地域の年間被ばく線量は被ばくによる 

 「がん」を心配するレベルではありません。 

  一方、事故後に、体を動かす機会が減り、食事内容も変わった人が 

 増え、事故直後だけでなく長期間にわたり心理的ストレスのかかるな 

 かで過ごしている方が多くいらっしゃいます。肥満や糖尿病、高スト 

 レス状態のいずれも「がん」の危険性を高めますので、日頃の過ごし方 

 などを見直していくことが大事です。 

 

 

 

出典：暮らしの手引き＋(プラス)～専門家に聞いた放射線 10のヒント～ 

 

 


